
１　精神看護の対象とライフサイクル各期の危機的状況を関連付けて理解できる。

２　さまざまな生活の場とこころの健康の関係が理解できる。

３　対象理解に必要な精神看護に用いる理論・モデルが理解できる。

４　対象の特徴から精神看護の意義と役割が理解できる。

５　精神医療の歴史と法制度を理解できる。

１　精神看護の対象と １）精神障がいのとらえ方　

その特徴 ２）心の健康とは

３）患者の心の健康　　　

４）患者を支える家族の心の健康　

５）さまざまな状態における心の健康

２　生活の場と　精神保健 １）家族・家庭　　　

　　　 ２）学校　

３) 職場　

４）地域

３　精神看護に用いる理論 １）人間関係論　　

・モデル ２）セルフケア理論

３）リカバリー概念

４　精神看護の意義と役割 １）ライフサイクルにおける危機状況

　　　 ２）患者・家族へのアプローチ

３）リエゾン精神看護

４）災害時の精神看護

５　精神保健福祉の変遷と １）精神保健医療の変遷と法制度

法制度 ２）地域精神保健活動

試　験

筆記試験

系統看護学講座　専門分野　精神看護の基礎 精神看護学①

系統看護学講座　専門分野　精神看護の展開 精神看護学②
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単位数
（時間） 1（30）

1年次後期

評価方法

時期

時間 学習方法 担当講師

講義

授業
科目

精神看護学概論
担当
講師

学内講師

授業内容

10

参考書

学習目標

単元名

4

6

4

2

教科書

4


